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藤原優太郎

　異常豪雪の2月半ば、お隣、韓国から懐かしい友人が

秋田へ遊びにやって来た。44年ぶりの再会であった。

　友人の名は、呉仁煥（オーインファン）さん、僕より3

歳若い昔の山の友人である。秋田在住の山仲間と一緒に

空港に出迎えた時、お互い頭髪に白いものが目立った

が、笑顔は昔と変らなかった。

　1968年末から翌69年正月にかけ、韓国の雪岳山（ソ

ラクサン・1708ｍ）に当時の山仲間8人と遠征登山をし

た。みなバリバリの現役だったので、計画は厳冬のデス

バレイ（死の谷）という氷瀑ルートの初登を狙うもので

あった。その山行に際し現地のリーダーを務めてくれた

のが大学生の呉さんであった。

　目指したデスバレイは暖冬で氷の発達が不完全だっ

たので登攀を断念し、雪岳山の登頂だけに狙いを定め

た。当時、僕は25歳、呉さんは22歳でともに体力の絶頂

期にあった。

　凍るような風が吹きすさぶ氷雪の稜線を渡り、最後の

頂上を極めようとした時、どちらからともなく登頂一番

乗りの競争になった。ほかのメンバーはみな遅れてい

る。猛然と堅雪の山稜を駆けてゆく呉さん、それを追い

かける僕、烈風の中のデッドヒートだった。最後はトッ

プを呉さんに譲った（？）形だったが、山頂での固い握手

は忘れがたい思い出だ。

　当時、韓国の山岳界は世界に追い着け追い越せとばか

り、ヒマラヤ登山へ照準を合わせ始めた時期だった。呉

さんはその先頭に立ち韓国ヒマラヤニストのパイオニ

アとなって奮闘した。

　彼はその後、韓国山岳会のエベレスト遠征で隊長を務

め、1984年、86年、93年の3度にわたる冬期エベレスト

峰の登頂を狙った。2度の失敗のあと、3度目についに成

功したという。

　今は、韓国ヒマラヤンクラブの会長として、韓国にお

いては超有名人となった。今は企業経営から退き、悠々

自適の暮らしをしているそうだ。首都ソウルの南郊に広

大な山林地所を所有し、年に数回は外国旅行をしている

という健在ぶりも伺った。

　実に44年ぶりの再会であったのだが、彼は僕らの遠

征登山隊の中で最年少隊員だった僕が歳も近いせいか

ことさら親近感をもったと告白してくれた。

　呉さんの来日は、由利本荘市の岳兄の誘いに応じたも

のであり、雪の秋田で地酒を酌み交わしたり、温泉を楽

しむといったのんびり旅であった。

　鳥海山麓、鳥海荘に仲間が集い、呉さんを囲んで酒宴

を催した。地酒の高級酒はもちろんだが、呉さんの持参

した真露（アルコール度19度）が一番美味かった。日本

で市販されている真露は25度で、19度は残念ながら手

に入らない。

　森吉山中腹にある知人の民宿にも泊まっていただい

た。折しも大雪で、道路も何もまったくのホワイトアウ

トの世界だったのは、歓迎する山男の演出だったわけで

はない。最奥の杣（そま）温泉へも行ってみた。彼は露天

風呂がとくにお気に入りだったのだが、杣の露天風呂は

大雪に埋もれて露天入浴は果たせなかった。

　ところで、僕らが訪韓した60年代の韓国といえば、親

日派の朴正煕（パクチョンヒ）氏が大統領であったが、対

日感情もまだ安定しているとはいえず、国防と経済発展

の二本柱で国政運営をしている微妙な時期だった。

　一方、当時の日本は高度経済成長の下、昭和元禄の太

平ムードに酔っていると韓国の知識人から指摘されて

いた。それでも、ソウルやプサンの市街地には高層ビル

や高速道路の建設が始まり、発展の緒についていた。

　呉さんが帰国してまもなく韓国新大統領に朴槿恵氏

が就任した。父子2代にわたる大統領で、呉さんもそれ

を歓迎していた。呉さんとの出会いと再会が期せずして

朴大統領父子というのも何かの因縁というものであろ

うか。朴槿恵さんの名にある「槿」は韓国の国花、ムクゲ

で夏に美しい花を咲かせる。僕の好きな花である。
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隣国の友人、
　呉さんのこと

「過疎Ⅱ」
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「保存車両」 文と写真／加藤隆悦

　奥羽本線大館駅と小坂鉱山を結んでいた小坂鉄道（小坂製錬小坂

線）は、今から5年前の2008年3月に最後の貨物輸送を終え、事実上

の廃線に至った。

　小坂鉄道では1994年（平成6年）秋までは旅客も運んでいて、その

旅客営業廃止まで走っていたディーゼルカー・キハ2100形が、小坂

町の総合博物館郷土館で保存され屋外展示されている。

　遠目に見れば古くささの感じられない近代的な好ましいデザイン

の鉄道車両だ。“遠目”と断り書きをしたのは、屋外展示が始まってか

ら長い年月が過ぎ、風雪にさらされて車体の塗装も剥げかかって

痛々しい姿になっているからだ。

　鉄道車両に限らないことだが、動かすことも使うこともなく放置

していると傷みが早まるもののようである。県内では、湯沢市の公園

に展示されていた羽後交通雄勝線の車両や、五城目町の小学校校庭

に展示されていた秋田中央交通軌道線の車両などが、次第に傷みが

ひどくなり、危険すら伴うということで撤去された経緯がある。小坂

町のキハ2100も早晩同じような運命を辿ることになるのだろうか。

　筆者が宝くじでも当てたら、お金をポンと出して、車両の化粧直し

をしてもらい、その上で耐候処理をしてもらうか、展示場に屋根でも

かけてもらいたいところである。

　廃線になった鉄道路線は一般に、レールをはがされて他の用地に

転用されたり深い茂みに還っていくだけだが、小坂鉄道の場合は今

のところ、観光への再活用を模索してレールはそのままになってい

る。ちょっと手入れをすれば再び列車を走らせることも不可能では

ないのだ。

　小坂町には明治の芝居小屋・康楽館もあるし、十和田湖も控えてい

る。単にそれらへのアクセス路線としてだけでなく、鉄道自体も観光

資源的な位置づけで再構築すれば、魅力的な観光ゾーンになる可能

性も秘めているのだ。

　きれいに化粧直しされたキハ2100がふたたび小坂鉄道のレール

を疾走する日がくることを、夢見ていたい。

フリーカメラマン兼フリーライター
取材・執筆歴／旅の手帖、WoodyLife、
ベンチャー・リンク、郷、あるる他
海外取材歴／ドイツ、アメリカ、ブラジル
写真塾・写楽 主宰／写真教室、撮影ツアー
企画等
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建退共秋田県支部から（財）建設業福祉共済団から

　2月19日、秋田ビューホテルにおいて、秋
田県建設業協会（村岡淑郞会長）、秋田県建
設産業団体連合会（菅良弘会長）、秋田県建
設青年協議会（大沼武彦会長）の共催、東日
本 建 設 業 保 証 株 式 会 社 の 後 援 に よ る

「2013新春講演会」が開催された。
　今回は、財団法人 国土技術研究センター
の大石久和理事長を講師に招き、「大災害頻
発国土と日本人－インフラ認識の欠落－」
をテーマに講演が行われ、日本国土におけ
る災害の来歴、国家予算と公共事業に対す
る認識の誤り、社会資本整備がもたらす経
済への影響、歴史が国民に与えてきたイン
フラ認識について各種のデータを示しなが
らわかりやすく紹介し、いかにインフラ＝
社会資本の整備が重要であるかを訴えた。
　大石理事長は、昭和45年に建設省に入
省、以後、道路行政を中心に社会資本整備に
関わり、技監を最後に平成14年の退官後、

協会・建産連・青年会

2013新春講演会

雪国の建設業の姿を紹介

協会

ゆきみらい2013 in 秋田へ出展

平成16年から現職を務める傍ら、東京大
学、早稲田大学、京都大学において客員教
授として教鞭をとっている。さらに、社会
資本整備に携わった経験、経済、社会に関
わる各種のデータ、“国土”そのもの、また、
その形成過程から歴史を見るといった独
自の切り口を記した著作「国土学事始め」
を平成18年に出版している。
　講演の冒頭、大石理事長は、「国土ははた
らきかけないと恵を返さない」と述べ、そ
の“はたらきかけ”として公共事業による
社会資本の積み立てが建設業によって提
供されていること、一方、“公共事業”との
表現からフローとしての認識されていな
い現状を提示。また、公共事業が政治行為
であることから、それを決めるのは主権者
である国民であり、理解が無ければ進まな
いことを述べた。近年、国家予算の議論の
中で“国の借金”“国民一人当たり○○円の

借金”という表現でクローズアップされて
きた国債による予算調達については、特例
国債、建設国債の発行推移を示し、社会保
障などに充てられる特例国債の増加が国
債の増加要因であること、国債は政府に対
する国民の債権であること、公共事業批判
が本質を外している現状を例示した。
　更に、世界各国の政治の実務者（首相）社
会資本に対する姿勢についても海外の「社
会資本が二流＝国も二流である」といった
ものに対し、「公共事業の“ばらまき”が借
金増の原因」としている日本の認識、日本
のマスコミが社会資本整備の重要性を世
界各国の政治家が述べていること報道し
ていないなど、国民の認識を歪めている事
例、日本が公共投資、金融緩和を抑制し、長
きデフレ環境下に置かれているのに対し、
海外の各国がその逆の政策を実施するこ
とによりGDPを伸ばしてきたことを示す
データを紹介した。
　講演の副題となっている“インフラ認
識”に言及する場面では、それを醸成して
きた世界の歴史にも触れ、歴史上の戦争、
為政者による大規模虐殺の発生やその規
模を示し、都市・居住地を囲む城壁・防壁を
必要とし、社会資本が無ければ安全・安心
な暮らしが立ち行かなかった海外と日本
との差異や、一般家屋においても、外部に
繋がるドアが海外では内開き、日本では外
開きになっているなど、普段気付かない、
現代に至るまでのインフラが与えてきた
民族性への影響を例示した。

　2月7日から8日の二日間、秋田市におい
て「ゆきみらい2013 in 秋田」が開催され
た。
　この催しは、国・地方公共団体・企業・
NPO・市民団体等により、克雪・利雪技術の
課題や研究、雪に強い街づくり、雪国の自然
環境・歴史・文化の継承など、ハード、ソフト
両面にわたる様々な取り組みに対する意見
交換や情報交換、ならびに全国へ雪国の情
報発信を行うことにより、雪国の未来を展
望し、地域の活性化を図ることを目的とし
て開催され、北海道、北陸、東北地方におい
てリレーで毎年開催されている。今年は昭
和63年度から数えて25回目、東北地方で
は9回目の開催。
　イベントはシンポジウム、研究発表会、見

本市、除雪機械展示・実演会で構成され、7
日は秋田県児童会館で秋田高専名誉教授 
伊藤驍氏を講師に「大雪のメカニズムと雪
国秋田の地域活性化」と題した講演が行わ
れたほか、「疲弊する地域経済と高齢化に
伴う冬期の安全・安心の確保」をテーマに
パネルディスカッション、8日には同じく
秋田県児童会館で「冬期における災害時の
対応」「防雪・除雪技術の活用」「雪を活用し
た冬期観光や雪国ノウハウの継承」をテー
マとした研究発表会が催された。また、7
日、8日の両日にわたり、八橋運動公園駐車
場においては除雪機械展示・実演会、秋田
市文化会館地下ホールにおいては「ゆきみ
らい見本市」が設けられ、国土交通省、秋田
県、秋田市など行政機関をはじめ、企業、団

体による商品、技術紹介が各ブースで行わ
れた。
　ゆきみらい見本市では、協会からも出展
を行い、建設業協会ビジョン、秋田県内に
おける除排雪に携わる地域建設業の紹介、
また、会員企業から（株）和賀組（和賀幸雄
社長・湯沢市）が協会ブース内で出展し、屋
根用の融雪ネット『雪ん子』の実演、紹介が
行われた。

大災害頻発国土と日本人－インフラ認識の欠落－
秋田・鉄
路の情景

県協会

人材確保・育成協議会を開催

　協会では、平成25年2月12日（火）秋田ビューホテルにおい
て、平成24年度秋田県建設産業人材確保・育成推進協議会（会
長・川上洵 秋田大学名誉教授）を開催した。
　協議会には、業界や行政機関、教育機関の代表者などを含め
た委員12名が出席。
　始めに、人材確保・育成推進協議会川上会長が、「政権が交代
し、“復興と防災”が掲げられ、公共工事が大幅に拡大されると
思われる。笹子トンネル天井崩落の事故もあり、事前防災・減災
の考え方に基づき老朽化した社会資本の維持管理も緊急な課
題となっている。しかし、問題なのが“人材不足、人手不足”。予
算はついたが、きちんとした構造物が作れるのか深刻な問題が
懸念される。このような背景を踏まえ、本日は協議会の中での
現状と平成24年度の活動、平成25年度の事業計画を事務局よ
り報告していただき、長期的な展望についてご意見を伺いた
い」とあいさつ。
　引き続き協議事項に入り、25年4月新規学卒者採用予定と25
年3月高校卒業予定者の建設業への就職状況の調査結果が報告
された。また、24年度の活動状況が事務局より説明され、秋田労
働局からは最近の雇用失業情勢などが示された。その中で、会
員企業調査によると、新規採用内定者数は72名から96名、採用
企業数も38社から56社と大幅に昨年を上回っている。また、就
職内定者99名のうち、県内内定者数は67％となっており県内
採用率が県外採用率を大きく上回り逆転したことが今年の特
徴となっていることを報告した。この結果を受けて、教育機関
側からは「県内就職を希望しても受け皿が少なく、県外へとい
うのが今までの流れだったが、今年は4割ほど県内の受け皿が
増えたからではないか」業者側からは「公共工事をただ減らせ
ばいいという風潮が薄れ、今の日本に必要なものという認識か
ら、建設業に必要な人材を育てようという先のビジョンを県内
業者も持ち始めたからではないか」、また、「今の建設業では職
人不足が深刻な問題になっている。監理技術者ばかりが人材確
保ではない。これからは新規学卒者だけではなく職人を育てる
応援を協会も行政もするべきだ」との意見があった。「技能士に
対して国の評価が低い。職人の処遇の見直しと社会的評価を高
め『この道で食べていける』というシステムを作り基礎的な部
分にも目を向けていかなければ、仕事はあっても仕事が出来な
いという深刻な問題になる」との指摘もあり、協議会としても
今後、情報収集に努め研究していくこととした。

これからは専門職・技能者の人材育成を！
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　きれいに化粧直しされたキハ2100がふたたび小坂鉄道のレール

を疾走する日がくることを、夢見ていたい。

フリーカメラマン兼フリーライター
取材・執筆歴／旅の手帖、WoodyLife、
ベンチャー・リンク、郷、あるる他
海外取材歴／ドイツ、アメリカ、ブラジル
写真塾・写楽 主宰／写真教室、撮影ツアー
企画等
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建退共秋田県支部から（財）建設業福祉共済団から

　2月19日、秋田ビューホテルにおいて、秋
田県建設業協会（村岡淑郞会長）、秋田県建
設産業団体連合会（菅良弘会長）、秋田県建
設青年協議会（大沼武彦会長）の共催、東日
本 建 設 業 保 証 株 式 会 社 の 後 援 に よ る

「2013新春講演会」が開催された。
　今回は、財団法人 国土技術研究センター
の大石久和理事長を講師に招き、「大災害頻
発国土と日本人－インフラ認識の欠落－」
をテーマに講演が行われ、日本国土におけ
る災害の来歴、国家予算と公共事業に対す
る認識の誤り、社会資本整備がもたらす経
済への影響、歴史が国民に与えてきたイン
フラ認識について各種のデータを示しなが
らわかりやすく紹介し、いかにインフラ＝
社会資本の整備が重要であるかを訴えた。
　大石理事長は、昭和45年に建設省に入
省、以後、道路行政を中心に社会資本整備に
関わり、技監を最後に平成14年の退官後、

協会・建産連・青年会

2013新春講演会

雪国の建設業の姿を紹介

協会

ゆきみらい2013 in 秋田へ出展

平成16年から現職を務める傍ら、東京大
学、早稲田大学、京都大学において客員教
授として教鞭をとっている。さらに、社会
資本整備に携わった経験、経済、社会に関
わる各種のデータ、“国土”そのもの、また、
その形成過程から歴史を見るといった独
自の切り口を記した著作「国土学事始め」
を平成18年に出版している。
　講演の冒頭、大石理事長は、「国土ははた
らきかけないと恵を返さない」と述べ、そ
の“はたらきかけ”として公共事業による
社会資本の積み立てが建設業によって提
供されていること、一方、“公共事業”との
表現からフローとしての認識されていな
い現状を提示。また、公共事業が政治行為
であることから、それを決めるのは主権者
である国民であり、理解が無ければ進まな
いことを述べた。近年、国家予算の議論の
中で“国の借金”“国民一人当たり○○円の

借金”という表現でクローズアップされて
きた国債による予算調達については、特例
国債、建設国債の発行推移を示し、社会保
障などに充てられる特例国債の増加が国
債の増加要因であること、国債は政府に対
する国民の債権であること、公共事業批判
が本質を外している現状を例示した。
　更に、世界各国の政治の実務者（首相）社
会資本に対する姿勢についても海外の「社
会資本が二流＝国も二流である」といった
ものに対し、「公共事業の“ばらまき”が借
金増の原因」としている日本の認識、日本
のマスコミが社会資本整備の重要性を世
界各国の政治家が述べていること報道し
ていないなど、国民の認識を歪めている事
例、日本が公共投資、金融緩和を抑制し、長
きデフレ環境下に置かれているのに対し、
海外の各国がその逆の政策を実施するこ
とによりGDPを伸ばしてきたことを示す
データを紹介した。
　講演の副題となっている“インフラ認
識”に言及する場面では、それを醸成して
きた世界の歴史にも触れ、歴史上の戦争、
為政者による大規模虐殺の発生やその規
模を示し、都市・居住地を囲む城壁・防壁を
必要とし、社会資本が無ければ安全・安心
な暮らしが立ち行かなかった海外と日本
との差異や、一般家屋においても、外部に
繋がるドアが海外では内開き、日本では外
開きになっているなど、普段気付かない、
現代に至るまでのインフラが与えてきた
民族性への影響を例示した。

　2月7日から8日の二日間、秋田市におい
て「ゆきみらい2013 in 秋田」が開催され
た。
　この催しは、国・地方公共団体・企業・
NPO・市民団体等により、克雪・利雪技術の
課題や研究、雪に強い街づくり、雪国の自然
環境・歴史・文化の継承など、ハード、ソフト
両面にわたる様々な取り組みに対する意見
交換や情報交換、ならびに全国へ雪国の情
報発信を行うことにより、雪国の未来を展
望し、地域の活性化を図ることを目的とし
て開催され、北海道、北陸、東北地方におい
てリレーで毎年開催されている。今年は昭
和63年度から数えて25回目、東北地方で
は9回目の開催。
　イベントはシンポジウム、研究発表会、見

本市、除雪機械展示・実演会で構成され、7
日は秋田県児童会館で秋田高専名誉教授 
伊藤驍氏を講師に「大雪のメカニズムと雪
国秋田の地域活性化」と題した講演が行わ
れたほか、「疲弊する地域経済と高齢化に
伴う冬期の安全・安心の確保」をテーマに
パネルディスカッション、8日には同じく
秋田県児童会館で「冬期における災害時の
対応」「防雪・除雪技術の活用」「雪を活用し
た冬期観光や雪国ノウハウの継承」をテー
マとした研究発表会が催された。また、7
日、8日の両日にわたり、八橋運動公園駐車
場においては除雪機械展示・実演会、秋田
市文化会館地下ホールにおいては「ゆきみ
らい見本市」が設けられ、国土交通省、秋田
県、秋田市など行政機関をはじめ、企業、団

体による商品、技術紹介が各ブースで行わ
れた。
　ゆきみらい見本市では、協会からも出展
を行い、建設業協会ビジョン、秋田県内に
おける除排雪に携わる地域建設業の紹介、
また、会員企業から（株）和賀組（和賀幸雄
社長・湯沢市）が協会ブース内で出展し、屋
根用の融雪ネット『雪ん子』の実演、紹介が
行われた。

大災害頻発国土と日本人－インフラ認識の欠落－
秋田・鉄
路の情景

県協会

人材確保・育成協議会を開催

　協会では、平成25年2月12日（火）秋田ビューホテルにおい
て、平成24年度秋田県建設産業人材確保・育成推進協議会（会
長・川上洵 秋田大学名誉教授）を開催した。
　協議会には、業界や行政機関、教育機関の代表者などを含め
た委員12名が出席。
　始めに、人材確保・育成推進協議会川上会長が、「政権が交代
し、“復興と防災”が掲げられ、公共工事が大幅に拡大されると
思われる。笹子トンネル天井崩落の事故もあり、事前防災・減災
の考え方に基づき老朽化した社会資本の維持管理も緊急な課
題となっている。しかし、問題なのが“人材不足、人手不足”。予
算はついたが、きちんとした構造物が作れるのか深刻な問題が
懸念される。このような背景を踏まえ、本日は協議会の中での
現状と平成24年度の活動、平成25年度の事業計画を事務局よ
り報告していただき、長期的な展望についてご意見を伺いた
い」とあいさつ。
　引き続き協議事項に入り、25年4月新規学卒者採用予定と25
年3月高校卒業予定者の建設業への就職状況の調査結果が報告
された。また、24年度の活動状況が事務局より説明され、秋田労
働局からは最近の雇用失業情勢などが示された。その中で、会
員企業調査によると、新規採用内定者数は72名から96名、採用
企業数も38社から56社と大幅に昨年を上回っている。また、就
職内定者99名のうち、県内内定者数は67％となっており県内
採用率が県外採用率を大きく上回り逆転したことが今年の特
徴となっていることを報告した。この結果を受けて、教育機関
側からは「県内就職を希望しても受け皿が少なく、県外へとい
うのが今までの流れだったが、今年は4割ほど県内の受け皿が
増えたからではないか」業者側からは「公共工事をただ減らせ
ばいいという風潮が薄れ、今の日本に必要なものという認識か
ら、建設業に必要な人材を育てようという先のビジョンを県内
業者も持ち始めたからではないか」、また、「今の建設業では職
人不足が深刻な問題になっている。監理技術者ばかりが人材確
保ではない。これからは新規学卒者だけではなく職人を育てる
応援を協会も行政もするべきだ」との意見があった。「技能士に
対して国の評価が低い。職人の処遇の見直しと社会的評価を高
め『この道で食べていける』というシステムを作り基礎的な部
分にも目を向けていかなければ、仕事はあっても仕事が出来な
いという深刻な問題になる」との指摘もあり、協議会としても
今後、情報収集に努め研究していくこととした。

これからは専門職・技能者の人材育成を！
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藤原優太郎

　異常豪雪の2月半ば、お隣、韓国から懐かしい友人が

秋田へ遊びにやって来た。44年ぶりの再会であった。

　友人の名は、呉仁煥（オーインファン）さん、僕より3

歳若い昔の山の友人である。秋田在住の山仲間と一緒に

空港に出迎えた時、お互い頭髪に白いものが目立った

が、笑顔は昔と変らなかった。

　1968年末から翌69年正月にかけ、韓国の雪岳山（ソ

ラクサン・1708ｍ）に当時の山仲間8人と遠征登山をし

た。みなバリバリの現役だったので、計画は厳冬のデス

バレイ（死の谷）という氷瀑ルートの初登を狙うもので

あった。その山行に際し現地のリーダーを務めてくれた

のが大学生の呉さんであった。

　目指したデスバレイは暖冬で氷の発達が不完全だっ

たので登攀を断念し、雪岳山の登頂だけに狙いを定め

た。当時、僕は25歳、呉さんは22歳でともに体力の絶頂

期にあった。

　凍るような風が吹きすさぶ氷雪の稜線を渡り、最後の

頂上を極めようとした時、どちらからともなく登頂一番

乗りの競争になった。ほかのメンバーはみな遅れてい

る。猛然と堅雪の山稜を駆けてゆく呉さん、それを追い

かける僕、烈風の中のデッドヒートだった。最後はトッ

プを呉さんに譲った（？）形だったが、山頂での固い握手

は忘れがたい思い出だ。

　当時、韓国の山岳界は世界に追い着け追い越せとばか

り、ヒマラヤ登山へ照準を合わせ始めた時期だった。呉

さんはその先頭に立ち韓国ヒマラヤニストのパイオニ

アとなって奮闘した。

　彼はその後、韓国山岳会のエベレスト遠征で隊長を務

め、1984年、86年、93年の3度にわたる冬期エベレスト

峰の登頂を狙った。2度の失敗のあと、3度目についに成

功したという。

　今は、韓国ヒマラヤンクラブの会長として、韓国にお

いては超有名人となった。今は企業経営から退き、悠々

自適の暮らしをしているそうだ。首都ソウルの南郊に広

大な山林地所を所有し、年に数回は外国旅行をしている

という健在ぶりも伺った。

　実に44年ぶりの再会であったのだが、彼は僕らの遠

征登山隊の中で最年少隊員だった僕が歳も近いせいか

ことさら親近感をもったと告白してくれた。

　呉さんの来日は、由利本荘市の岳兄の誘いに応じたも

のであり、雪の秋田で地酒を酌み交わしたり、温泉を楽

しむといったのんびり旅であった。

　鳥海山麓、鳥海荘に仲間が集い、呉さんを囲んで酒宴

を催した。地酒の高級酒はもちろんだが、呉さんの持参

した真露（アルコール度19度）が一番美味かった。日本

で市販されている真露は25度で、19度は残念ながら手

に入らない。

　森吉山中腹にある知人の民宿にも泊まっていただい

た。折しも大雪で、道路も何もまったくのホワイトアウ

トの世界だったのは、歓迎する山男の演出だったわけで

はない。最奥の杣（そま）温泉へも行ってみた。彼は露天

風呂がとくにお気に入りだったのだが、杣の露天風呂は

大雪に埋もれて露天入浴は果たせなかった。

　ところで、僕らが訪韓した60年代の韓国といえば、親

日派の朴正煕（パクチョンヒ）氏が大統領であったが、対

日感情もまだ安定しているとはいえず、国防と経済発展

の二本柱で国政運営をしている微妙な時期だった。

　一方、当時の日本は高度経済成長の下、昭和元禄の太

平ムードに酔っていると韓国の知識人から指摘されて

いた。それでも、ソウルやプサンの市街地には高層ビル

や高速道路の建設が始まり、発展の緒についていた。

　呉さんが帰国してまもなく韓国新大統領に朴槿恵氏

が就任した。父子2代にわたる大統領で、呉さんもそれ

を歓迎していた。呉さんとの出会いと再会が期せずして

朴大統領父子というのも何かの因縁というものであろ

うか。朴槿恵さんの名にある「槿」は韓国の国花、ムクゲ

で夏に美しい花を咲かせる。僕の好きな花である。
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隣国の友人、
　呉さんのこと

「過疎Ⅱ」

絵　白澤 恵舟


